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１．研究の背景と目的 

本研究は、千葉県横芝光町虫生地区に伝承される国指定重

要無形民俗文化財「鬼来迎」を対象に、継承の困難化を単に

「担い手不足」として説明するのではなく、上演が成立する

条件群を「舞台条件」として整理し、ランドスケープ分野か

ら継承支援の方法論を提示することを目的とする。無形民俗

文化は、所作や演目が固定的に保存されるのではなく、担い

手の身体実践と共同性のもとで更新されながら継承されてき

た。しかし人口減少・高齢化、生活様式の変化により、当日

の出演者確保だけでなく、準備・学習・維持管理を含む運用

の回路、関与の入口、役割移行の仕組みが同時に脆弱化しや

すい。さらに地方部では空き家増加や農業維持の困難化、気

象の不確実性などが重なり、文化活動を支える日常の条件

（時間・労力・場）が縮減し得る。 

そこで本研究は、鬼来迎の継承課題を「文化」の内部だけ

で完結させず、舞台条件（空間・運用・関与）の連関として

捉え直す。とくに「閉鎖性／開放性」を価値判断として扱う

のではなく、境界（秩序）を保ちながら関与の入口をどう設

計できるか、という検証可能な問いへ転換する。 

2. 研究対象と視点 

鬼来迎は毎年 8 月 16日に千葉県横芝光町虫生地域の広済寺

境内の仮設舞台で上演される地獄劇であり、地域の保存会・

住民により担われてきた。一方で、上演が年 1回に集中する

時間構造は、当日以外の準備・学習・手入れ・記録等の関与

が可視化されにくく、入口が単線化しやすい。 

本研究では舞台条件を三層に整理する。第一に空間的条件

（配置、動線、見え方、滞留、安全性等）、第二に運用条件

（準備段取り、役割配分、負担の集中、時間構造等）、第三

に関与条件（入口、段階性、観覧の型と鑑賞点等）である。 

ここでいう閉鎖性とは、儀礼秩序・作法・安全性等を支え

る境界が価値の中核となり、入口と役割移行が限定されやす

い舞台構造を指す。開放性は境界の解体ではなく、境界価値

を保持したまま入口を運用可能に設計し、段階的な役割移行

（見物→手伝い→準備→運営→担い手）を成立させる状態と

して定義する。 

 

図１:鬼来迎写真 

3. 研究の方法 

方法は三つを接続する。 

（1）比較分析として、複数祭礼（登別地獄まつり、青森ね

ぶた祭、よさこい祭り、伊万里トンテントン祭り、祇園祭）

を対象に、入口設計、境界管理、運用条件の厚みの観点から

相対化を行った。 

（2）映像分析として、鬼来迎の上演映像（筆者撮影）を用

い、観客反応を「盛り上がり」に回収せず、拍手・笑い等の

可聴反応に加えて沈黙・注視・観客行動（撮影、投げ銭等）

を整理し、出現局面を記述的に確定した。 

（3）既往研究レビューとして、農業の衰退と文化継承困難

化を単線的因果で断定せず、共同活動、労働・時間資源、参

加の入口、正統性・境界運用といった媒介条件として整理し、

舞台条件との接続可能性を検討した。 

4. 結果 

○4-1. 比較分析 

比較の結果、祭礼の差異は「外部参加が多い／少ない」や

規模の大小だけでは説明できず、①入口の明示と段階性、②

観客から参加者への役割移行の回路、③境界（規律・作法・

安全）のマネジメント、④準備・維持・伝承を支える運用条

件の厚みで特徴づけられた。すなわち、理念としての開放で

はなく、誰がどの条件でどの役割へ入れるのかが具体化され、
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かつその移行を支える運用の厚みがある場合に、継承条件

は相対的に安定する。 

鬼来迎に引き寄せると、課題は開放性の不足そのものでは

なく、年 1回性の下で入口が固定化しやすいこと、境界の価

値が強いほど役割移行が生じにくいこと、そして運用負担が

特定の担い手に集中しやすいこととして整理された。 

○4-2. 映像分析 

 

映像分析では、鬼来迎の観客経験は拍手・歓声の量では捉

えにくく、沈黙・注視・身体配置といった静的受容が主要な

参与形態となり得ることが確認された。反応の小ささを無関

心へ直結させるのではなく、儀礼的実践における集中や承認

の形式として読み取る必要がある。また、投げ銭や撮影等の

行為が局所的に現れ、観客は舞台へ物理的に入り込まない一

方で、境界を壊さない限定的入口が成立している。したがっ

て鬼来迎は「閉じている」一枚岩ではなく、境界を保持しつ

つ関与が限定的に構造化された舞台であることが示された。 

○4-3. 既往研究レビュー 

既往研究の整理からは、「農業が衰退したから文化が衰退

する」といった因果断定ではなく、共同活動の基盤、労働・

時間資源、参加の入口、正統性・境界運用の変化が、入口の

形成や役割移行回路に影響し得ることを媒介条件として位置

づけた。これにより、鬼来迎の継承課題は「入口（関与条

件）」と「運用（運用条件）」の狭さとして焦点化された。 

5. 考察・提案 

比較分析と映像分析を統合すると、鬼来迎の継承課題は

「閉鎖的だから参加者が増えない」という単純な図式では説

明できない。鬼来迎では、境界（儀礼秩序・作法・安全性）

を保持すること自体が舞台成立の価値であり条件である。映

像分析で確認された沈黙・注視を中心とする受容は、可聴反

応を前提とする娯楽的舞台とは異なる参与構造を示す。した

がって必要なのは境界を緩めることではなく、境界と両立す

る形で関与の入口を再設計し、役割移行の回路を成立させる

条件を整えることである。 

継承可能性を左右する主要な制約条件は、 

（1）入口（関与条件）の薄さと 

（2）運用（運用条件）の薄さ／不可視性 

である。入口の薄さとは、上演が年 1回に集約される時間構

造の下で、観客が「見物」以外の関与に接続する機会が日常

側に立ち上がりにくく、入口が固定化しやすい点である。運

用の薄さ／不可視性とは、準備・学習・記録・手入れ等が担

い手内部に閉じて見えにくく、分担や引き継ぎが制度化され

にくい点である。比較分析では、外部参加の広さとは独立に、

準備・維持・伝承を支える運用条件が厚いほど継承が安定し

やすいことが示されたため、鬼来迎では運用条件の厚みを獲

得する方向に介入点を置くことが合理的となる。 

本研究が提案する継承モデルは、境界保持を前提に、入口

を段階化し、運用を分節化して厚みを獲得するという方針に

要約される。入口は「担い手になる入口」だけではなく、①

受容（見物）→②補助的関与（記録・清掃・設営補助など）

→③準備・運営→④担い手、のように段階化し、各段階に

「越境しない範囲で許容できる役割」を設定する。映像分析

で見られた投げ銭・撮影等は、すでに越境しない関与が成立

していることの手がかりであり、そこから補助的関与へ接続

する回路を設計することが現実的である。 

この回路を実装へ接続する媒介として、本研究は空間資源

を位置づける。空間資源とは施設整備の有無に還元されず、

関与が発生・継続・引き継がれるための配置・動線・滞留・

見え方・保管・安全などの条件の束である。空間に求められ

る役割は、①準備や手入れ等の運用を「見える」形にし、関

与の入口が単線化するのを避けること、②観客域と交差しな

い補助動線や作業域を確保し、秩序を乱さずに補助的関与を

成立させること、③作業を工程・頻度・担当に分節化し、道

具管理や集合のしやすさ等を含めて引き継ぎ可能な運用へ近

づけることである。さらに入口の段階化が担い手の負担増に

ならないよう、役割の定義、頻度、責任の所在（境界管理の

権限）を運用設計として併置する必要がある。 

6. 結論 

本研究は鬼来迎の継承課題を、担い手不足ではなく舞台条

件（空間・運用・関与）の問題として整理し、閉鎖性／開放

性を入口設計として再定義した。比較分析と映像分析から、

境界（秩序・安全）を保持する舞台構造の下で、入口と運用

が限定され役割移行回路が形成されにくい点を示した。今後

は運用実態を把握し、境界と両立する入口の段階化と運用の

厚み獲得を、空間条件と運用設計の両面から検証する。 
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7.全体設計方針 

本研究の設計提案は、虫生地域の「10 年後に想定される状

態」を設計対象として設定し、当日の上演と日常の基盤管理

が同じ空間資源の上で切り替わる条件を整えることを目指す。

継承の困難化を担い手不足や制度の一般論へ還元するのでは

なく、上演が成立する諸条件を舞台条件（空間・運用・関与）

の連関として捉え直し、秩序を保持しつつ、関与の入口がど

こで狭まり、どの条件によって固定化しているのかを検討可

能な問いへ変換する。 

10 年スケールの前提としては、気候の厳しさの増大（暑

熱・短時間強雨等）や、維持管理の空洞化、担い手・時間資

源の不足が同時に進行し得ることを想定し、作業の成立条件

（安全、滞留、休憩、水処理、保管、動線）を空間資源とし

て整える方針をとる。ここでいう空間資源は施設整備の有無

に還元されず、手入れ・学習・準備・記録・交流といった行

為を受け止め、役割移行を段階化するための条件（配置、動

線、滞留、見え方、保管、安全等）の束として位置づける。 

文化の継承と農業の再興を「どちらのための場か」と二分

するのではなく、普段は基盤管理や学習・準備の場として機

能し、当日には舞台として立ち上がる「二重の場所」を創出

することが、本提案の中心概念である。 

 

図 2:農業課題ダイアグラム 

8. 回遊式舞台と観客動線 

本提案では、地域課題の解決に資する日常の場が、鬼来迎

当日のみ舞台へと変化する切替えを設計の中核に据える。広

済寺を起点とした回遊式の舞台構造により、各エリアの舞台

を巡って観覧する体験型ルートをつくる一方、遠巻きに見る

一般観覧ルートも確保し、複数の観覧選択肢を成立させる。 

観客動線は、秩序・作法・安全性を支える境界を維持しな

がら、観客域・運営補助動線・作業域が交差しない構成を基

本とする。 

また、入口は「担い手になる入口」だけではなく、受容

（見物）→補助的関与（記録・清掃・設営補助等）→準備・

運営→担い手、のように段階化し、各段階に「越境しない範

囲で許容できる役割」を設定する。これにより、当日の経験

が日常の手入れ・準備・記録へ接続し得る入口として機能し、

10年スケールで関与が継続・深化しうる条件を整える。 

9. 管理の担い手（鬼組ネットワーク）と運用設計 

年 1 回に集約される時間構造のもとでは、当日以外の準

備・学習・手入れ・記録が可視化されにくく、関与の入口が

単線化しやすい。そこで本提案では、当日運営に依存しない

継続的な関与を成立させる担い手の連結構造として「鬼組ネ

ットワーク」を構想する。ここで重要なのは、参加を単に増

やすことではなく、秩序と安全を損なわない範囲で関与の深

度を調整し、段階的な役割移行が生じる回路を運用可能な形

で用意する点である。 

鬼組ネットワークの運用は、役割の定義、頻度、責任の所

在を明確化し、入口の段階化が担い手の負担増としてのみ作

用しないように構造化する。年間の運用は「整える（基盤管

理）」「仕込む（学習・準備）」「当日（運営・安全）」

「戻す（片付け・記録・振り返り）」の四期として整理し、

当日に集中する負担を平時の小さな作業単位へ分散させるこ

とで、10 年スケールでの継承可能性を支える運用の厚みを

確保する。 

10. エリア１「大序」：畦が拡張される仕組みと、土の循環 

エリア１では、耕作放棄地の増加と、高齢化を理由とした

離農の際に生まれる大規模な農地を分割することを背景に、

「土の循環で線を育む」計画として、畦が徐々に伸びていき、

新たな農地の境界を創り出す構造を提案する。畦は粘土質の

踏み固め畦と、鬼来迎後に崩して田へ戻す腐葉土質の畦を併

置し、長期的利用を見据えた動線としての畦と、還元される

畦を使い分ける。さらに、ドブさらい等で上がった土を単に

廃棄するのではなく循環の基点として再編し、採取→乾燥→

仕分け→再投入→還元の工程として明示することで、分担と

引き継ぎが可能な運用単位へ落とし込む。これにより、日常

の基盤管理が当日以外の入口として可視化され、10 年後の

担い手・時間資源の不足下でも回る管理の形式を確保する。 

11. エリア２「死出の山」：間伐による道筋と生物循環 

エリア２では、シイ・カシ二次林を含む林地において、間

伐によって生まれるギャップと林床更新を前提に、生物循環

の基点を設計対象化する。間伐は単なる景観操作ではなく、

当日の回遊と日常の手入れを重ねる道筋をつくる行為として  

位置づけ、見え隠れする道や視点場の形成によって、空間

的条件（動線・見通し・滞留）と運用条件（手入れの頻度・

学習・準備）を接続する。これにより、10 年後に増大し得

る管理負担を、林縁更新と作業回路として引き受ける枠組み

を与える。 

12.エリア３「賽の河原」：排水回復と所作としての投入 

エリア３では、短時間強雨の増加見通しを前提に、山裾に

平行する浅い排水線と割栗の透水帯で山から田への回路をつ

なぎ直す。排水は単なる設備ではなく、毎年更新される運用

として位置づけ、観客は本番に石を一つ投げ込み。詰まり部

に新しい空隙を補給する所作を組み込む。これにより、滞水

の縮小や浸透の改善が期待される条件を、境界を壊さない限
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定的入口として成立させ、排水回復を関与の回路の一部とし

て扱う。 

13. 小結 

以上の設計提案は、儀礼の秩序・作法・安全性を支える境

界を価値として保持したまま、関与の入口と運用の回路を編

み直すことで、文化実践が再び「成立し続ける状態」をつく

る、という文化の再生を目的とする。ここでいう再生とは、

外部化や単純な開放によって参加者数を増やすことではなく、

日常の手入れ・学習・準備・記録と当日の上演が相互に支え

合い、担い手が段階的に育ち得る条件を、場所と運用の両面

で整えることである。 

エリア 1 では畦の拡張と土の循環によって日常の基盤管理

を可視化し、エリア 2では間伐を通じて道筋と生物循環の回

路を形成し、エリア 3では最小介入の排水回復を所作として

組み込むことで、日常の行為が当日の成立条件へ接続する回

路を具体化した。したがって本提案の到達点は、当日の舞台

を成立させるだけでなく、日常の積み重ねが当日へ、当日の

経験が次の準備へと戻る「二重の場所」を成立させ、文化実

践の継続を空間資源として支える点にある。 
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